
『夢に向かいチャレンジする津田小の子　』　　　　　～自ら考え行動する子・自他を大切にする子・元気にチャレンジする子～
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Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

①
80％
以上

②
90％
以上

Ａ

60～
79％

70～
89％ Ｂ

40～
59％

50～
69％ Ｃ

40％
未満

50％
未満 Ｄ

◎重点項目 ★小中学校共通項目

・「チーム津田」素晴らしいで
す。大いに期待しています。
・学校だけが努力しても，消化し
きれない業務の多さも問題だと思
う。時間外の保護者対応など，頭
が下がる。先生が精神的に安定し
た状態で働くことができないと，
結局子供に悪影響を及ぼすことに
なる。ＰＴＡとして雰囲気作りを
していきたい。

学校教育目標

ミッション

ビジョン

廿日市市立津田小学校

①時間外勤務時間が月平均４５
時間を超えない教職員の割合
②長時間勤務の縮減により教職
員一人一人が健康で生き生きと
やりがいを持って勤務してい
る。

○健康で生
き生きとや
りがいのあ
る職場の創
造

「夢に向かい諦めずに夢を育む児童の育成」をするために知・徳・体のバランスのとれた児童を育成する

児童・教職員・保護者・地域が共に誇れる学校をめざす

目標達成のための方策

75％以上

55～64％

55％未満

◎活力ある
生活の基盤
となる体力
や運動能力
の育成 健

康
安
全
部

60～69％

令和２年度　 学 校 評 価 自 己 評 価 表 （最終）     　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・児童が自ら進んで家庭学習に
取り組む姿勢が身についてい
る。
・家庭学習の時間調査結果（各
学年の設定目標時間のアンケー
ト結果）

80％以上

70～79％

60％未満

教
務
部

◎基礎的・
基本的な知
識・技能の
定着

◎家庭学習
に自ら取り
組む児童の
育成

・主体的な学びのある授業にするために５つの授業改善に取
り組む。
　①適切な課題発見や課題設定の工夫（導入・発問）
　②学び合いの授業展開の工夫
　③対象児童の実態把握・手立ての充実
　④適用問題の活用・ノート指導の充実
　⑤ＩＣＴ機器の積極的な活用

・家庭学習ステップアップ週間を学期に１回実施し，家庭で
の過ごし方を意識させ，保護者にも協力を得る。
・「自学のススメ」をもとに学習の仕方を指導し，自分で取
り組む課題を週１回以上行わせる。
・家庭学習の目標学習時間を１～４年生は「１０分×学年＋
１０分」，５・６年生は「６０分」と設定し，児童に意識さ
せて取り組ませる。
・既習事項がランダムに盛り込まれた家庭学習を行わせる。

確
か
な
学
力
（

知
）

80％以上

70～79％

60～69％

60％未満

・基礎，基本
の力を身に付
け，自ら学
び，考え，表
現する「確か
な学力」を育
む

①児童に確かな学力をつけてい
る。【市共通項目】廿日市学力
定着状況調査（4年）の国，算，
（理）の問題で60％以上正答し
た児童の割合
②全学年算数の学期末テストの
問題で，平均正答率70％以上の
児童の割合

・自ら進んで体力づくりに取り
組み，体力や運動能力が向上し
ている。
・体力づくりの取組の達成目標
の到達度。跳躍力・握力におけ
る県平均以上の学級の割合（男
女別）

★自他の良
さを認め合
う，自己肯
定感・自己
有用感の育
成

・帰りの会で週に３回は「いいことみつけ」を行い「今週の
１枚」を放送・掲示する。学級全員が認められる機会をもて
るように，席替え後に「ありがとうメッセージ」を贈るなど
学級実態に合わせた取組をする。
・アセスによる学級全体と個人の傾向を把握し，取組に役立
てる.
・面談週間を取ることで，一人一人の児童と丁寧に話をした
り聞いたりする時間をもつ。

・働き方改革
に取り組むと
ともに，協働
する職場作り
をめざす。

協
働
す
る
教
職
員

校
内
衛
生
委
員
会

65～74％

4/12　5/12

・家庭の協力を得て，積極的に
歯みがきをする児童の姿が見ら
れる。
・１日３回の歯みがきができる
児童が75％以上（歯みがきカレ
ンダー）

6/12　7/12

・歯科受診の推奨（受診勧告を検診後と１１月の２回配付）
・歯みがきカレンダーの取組
・歯みがき指導（学級ごとに年１回実施，学級活動・自立の
時間）

・健康への意
識や体力を高
め「健やかな
体」を育む

・定時退校日を週１回設定する。
・教職員の働き方に対する意識の醸成。
・見直しにより業務改善の推進。
・学校教育目標の具現化に向かって「チーム津田」として一
丸となって取り組む。

健
や
か
な
体
（

体
）

豊
か
な
心
（

徳
）

生
徒
指
導
部

・基本的生活
習慣を身に付
け，思いやり
をもって行動
できる「豊か
な心」を育む

○マナーや
規範意識の
育成

・「津田小ガイドブック―佐伯っ子ノート」を活用した共通指導。
・学期末に学校の決まりが守れているか自分を振り返させる。
 （廊下を走らない，履物をそろえるなどの決まりを守る。）
・「あいさつ運動」の取組を継続して行う。
・毎日縦割り班掃除にすることで掃除の仕方がより徹底するように
する。高学年にリーダーとしての自覚をもたせる。
・自問清掃が徹底するよう自問タイムを設け，確実に行わせる。

・体育の時間にハンドグリップを使った運動や跳躍力を伸ば
す運動を取り入れたサーキットを継続的に取り入れる。
・朝トレ（毎週金曜日）で跳躍力と握力を付ける運動に取り
組む。
・朝トレや掲示物および配布物を通して，いろいろな外遊び
を紹介し，推奨する。

90％以上

●歯みがきカレンダー１日２回できた児童
（2学期）77.8% →(3学期) 78.8％
　＜内訳＞　1年66.7％　2年81.8％　3年92.3％
　　　 　　 4年78.9％　5年72.4％　6年85.0％
☆2学期よりできた割合が増えた学級が多かっ
た。冬休み明けすぐの日程で定着しない児童が
増えた学級も少しあった。担任がスタンプや細
かく声掛けをして取り組んだ結果，わずかな変
化だったが目標達成を継続できた。

○健康に対
する意識を
高め，歯科
保健の実践
を通した子
どもの口腔
環境の改善

8/12以上

●毎月始めに入退校時刻記録で時間外勤務の割
合を確認する。45時間以上15人中4月３人・5月
０人・6月5人・7月2人・8月０人・9月0人・10月
6人・11月4人・12月3人
●教職員アンケート「生き生きとやりがいを
もって勤務する」100→100％●教職員アンケー
ト「『チーム津田』として一丸となって教育活
動に取り組む」100→100％
☆80時間を超えた教職員はいなかった。

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

70～79％

3/12以下

・「津田小ガイドブック」にある
マナーや規範意識を守ろうとして
いる。
・児童の肯定的評価（「津田小ガ
イドブック」に書いてあることを
守ろうとしている。）
・児童・保護者・教職員の肯定的
評価（あいさつ・そうじ項目）

70％未満

80～89％

中期経営目標 評価項目・指標・目標値

Ｂ

Ａ

Ａ

70％未満

80～89％

70～79％

90％以上
・命を大切にし，自他を認めい
じめを許さない，いじめをしな
い学校・学級集団になってい
る。
・児童の肯定的評価
（級友関係，自己存在感関係項
目）

●「全国学力・学習状況調査」結果…国語60点以上
76.2％　40点未満4.8％　算数60点以上71.4％　40点未
満0％
●「廿日市学力定着状況調査(４年)結果…国語60点以
上73.7％　40点未満5.3％　算数60点以上68.4％　40点
未満10.5％
●算数学期末テスト(12月)…1年100％2年100％3年
100％4年94％5年65％6年76％　全体84％
☆算数学期末テストの全体は２学期に比べ６％上がっ
た。特に５年生の結果が伸びており，放課後指導等の
成果だと考える。

●アンケート結果①児童「家庭学習を学年の目
標時間以上勉強する」92→94％　②保護者「家
でも学年の目標時間以上勉強する」84→72％
●家庭学習ステップアップ週間における目標学
習時間の達成率79→76％　総合結果80%
☆2学期の家庭学習ステップアップ週間において学年
の目標学習時間達成率が５０％以下という学年が
あった。取組前，取組期間中の効果的な指導につい
て全体で交流し合うことが必要だと考えている。

●アンケート結果　児童「友達を大切にする」
99→99％「学級のみんなから認められる」81→
93％「津田小学校はいじめのない学校」95→
94％
●「いじめアンケート」の認知件数は０件。
☆児童の自己有用感が高まった。また，いじめ件数
も減っている。新型コロナウィルス感染が心配され
る中で児童の心情等が心配だが，今後もアセス等活
用しながら実態を注視していく。

●アンケート結果①児童「大きな声で挨拶をす
る」94→99％②保護者「子どもは出会った人に
元気よく挨拶をする」84→87％③児童「掃除を
時間いっぱいていねいにやる」94→98％④児童
「学校のきまりを守る」85→89％⑤教職員「児
童は学校のきまりを守る」64→75％
☆掃除の意識や規範意識の高まりを見ることができ
た。「サンサンウィーク」等職員が意識統一し取り
組んだ結果が出ていると思われる。

●跳躍力と握力の体力測定を実施後，集計・評
価する。跳躍力11/12→11/12　握力8/12→7/12
（再テスト）

☆全体的に数値が上がった学年は増えたもの
の，再テストの結果については伸び悩んだ。

○健康委員会が歯のクイズの作成をしたり，ポ
スターを教室に貼ったり，放送をする等の委員
会活動を継続していく。
○未処置歯の受診率が悪いので2学期懇談時に担
任から再受診の通知を手渡した。今後も継続し
て家庭の協力を得るようにする。
○学校医さん・歯科衛生士さんや，他機関が実
施している歯みがき企画を活用して積極的に口
腔衛生に取り組む。

〇「廿日市市の規則が1月から改定され，「１月につ
いて45時間及び1年について３６０時間を超えない範
囲内とするため，業務量の適切な管理を行うものと
する。」と示された。今後，45時間を意識して校内
でも働き方改革を行っていきたい。
〇教職員が「チーム津田」を意識していることが喜
ばしい。今年度は学校行事が行われず，一致団結し
ての動きが取りにくい面もあったが，全員が津田小
のために尽力できたととらえている。

○中学校区で連携を図り，児童生徒の学力の実
態を把握し，校内での取組に生かす。
○「全国学力・学習状況調査」の結果を分析し
たり，改善策を考えたりする研修を継続する。
○算数ノートの掲示により，児童がよりよい考
えを取り入れ，生かせるようにする。
○主体的な学びにするための授業改善を行う。

〇家庭学習ステップアップ週間の取組における
児童への指導について，交流の会をもち，３学
期の取組に生かす。
〇自学ノートの廊下掲示により，異学年間でも
家庭学習の取組方法を学び合わせる。
〇家庭学習において，開始時刻と終了時刻を記
録させることで学習時間を意識化させる。
〇ドリル的な課題だけでなく，活用的な課題を
意図的に出す。

〇アセスを活用し，自己有用感が低い等の児童
の実態をつかみ，重点的に取り組む。
〇「いいことみつけ」を充実させ，児童の自己
肯定感，自己有用感を高める。
〇「いじめアンケート」を定期的に実施し，い
じめの実態を早期につかみ，取り組む。
〇児童の自己有用感を高めていくために，委員
会活動や学級における係活動等，自主的な活動
の場を設定し，充実させる。

〇「津田小ガイドブック」を活用し，生活規律
の徹底を図る。
〇児童の生活や行動での課題を職員で共通認識
をもち，「サンサンウィーク」や「月の生活目
標」で指導に取り組む。
〇児童の規範意識を高めるための活動を，委員
会や学級で設定する。
〇小中で連携した生徒指導に取り組む。

〇実施時期（1月）や実施期間など，取組方法に
ついて工夫する必要がある。
〇臨時休業中の運動の推奨，朝トレでのハンド
グリップの活用により，跳躍力・握力ともに，
半数以上が県平均を超える結果となった。
〇跳躍力・握力以外の体力向上にむけた取組と
して，昔遊びなどの遊びを活用した体力の向上
を工夫していく。

・握力への取組は経年で行ってい
るが，成果を出すのは大変であ
る。継続は力である。
・コロナの影響もあるが，体力が
大変落ちていることを感じる。体
力の向上に取り組んでほしい。
・走る力がない。走り方（姿勢）
を見ると，どの子も体幹が弱いと
感じる。

・乳幼児期から佐伯地域が抱えて
いる課題である。引き続きアプ
ローチをしてほしい。
・保護者対象の口腔衛生に関する
講演を行うと意識をするのではな
いか。
・家庭こそ実践の場である。

・素晴らしい結果である。皆が楽
しい学校生活を送れるように願っ
ている。
・家庭や地域で自己有用感を高め
る活動ができるとよい。
・「自己表現」を習得させること
が大切である。
・不登校児童の対応も含め，小中
連携をしっかり図ってほしい。

・登下校時の児童のあいさつがた
いへんよい。
・小中連携の生徒指導をしてほし
い。
・「あいさつ」をはっきりできる
子が増えてほしい。
・学校のきまりの中で何が守れて
いないのかを分析する必要があ
る。

・学力が定着していて素晴らし
い。
・放課後指導の成果が出ている。
・授業改善の充実を望んでいる。
・ある中学生は，小学校からのつ
まずきが解消されておらず，学力
の低さから高校進学の選択肢が狭
まっているとの話がある。子ども
たちの将来のために取組を続けて
ほしい。

・自ら学び，身に付けていこうと
する気持ちが高まるとよい。
・家庭学習の習慣化が必要であ
る。
・アンケート結果と実際の達成率
が違っているが，達成できる児童
が多いのは素晴らしい。


